
～友好のかけ橋～�

「
日
中
大
学
院
生
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」は
、

同
済
大
学（
中
国
・
上
海
）と
長
崎
大
学
で
、

毎
年
交
互
に
行
わ
れ
て
い
る
国
際
的
な
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

昨
年
１０
月
、第
６
回
目
が

長
崎
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同済大学長崎大学

大
学
院
生
が

企
画
・
運
営
す
る
セ
ミ
ナ
ー

「
日
中
大
学
院
生
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」は
、

同
済
大
学
大
学
院
と
長
崎
大
学
生
産
科
学
研

究
科
の
大
学
院
生
に
よ
る
催
し
で
、お
互
い
の
研

究
成
果
を
発
表
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
中
心
と

し
た
国
際
交
流
の
場
で
す
。２
０
０
４
年
に
同

済
大
学
で
第
１
回
目
を
開
催
し
て
以
来
、毎
年

交
互
に
ホ
ス
ト
大
学
と
な
り
、今
回
で
第
６
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
大
き
な
特
長
は
、企
画
・
運
営

の
す
べ
て
を
大
学
院
生
が
行
う
と
い
う
点
で
す
。

日
本
に
限
ら
ず
、研
究
者
と
し
て
歩
み
は
じ
め
た

ば
か
り
の
大
学
院
生
た
ち
は
、国
際
的
な
場
で
発

表
す
る
機
会
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。ま
た
、こ

の
よ
う
な
催
し
を
大
学
院
生
が
手
が
け
る
と
い

う
こ
と
も
、ほ
と
ん
ど
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

開
催
す
る
側
の
大
学
院
生
は
、発
表
す
る
論

文
を
集
め
る
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
日
程
や
会
場
を

決
め
る
、ス
ム
ー
ズ
な
行
程
を
考
え
る
な
ど
、相

手
の
大
学
と
メ
ー
ル
で
細
か
い
や
り
と
り
を
し
な

が
ら
準
備
を
進
め
ま
す
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
る
た
め
、お
互
い
の
英
語

力
の
向
上
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

「
日
中
大
学
院
生
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」は
、

参
加
者
が
研
究
面
で
の
刺
激
を
受
け
る
だ
け
で

な
く
、企
画
遂
行
能
力
の
向
上
や
、文
化
の
異
な

る
人
間
同
士
が
ふ
れ
あ
い
、友
情
を
育
む
素
晴
ら

第６回日中大学院生
ジョイントセミナー
実行委員長

棚橋由彦 教授
Tanabashi Yoshihiko

日中大学院ジョイントセミナーの
ロゴマーク
China & JapanのCとJで
形づくるGは、大学院生
（Graduate Students）を
意味する。

熱烈歓迎。長崎空港に到着したばかりの同済
大学の皆さん（大学院生１４人、教員２人）と。
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〈
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

●
１６
日

出
迎
え
、ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

●
１７
日

第
６
回
日
中
大
学
院
生
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
、バ
ン
ケ
ッ
ト

●
１８
日

水
無
川
、雲
仙
岳
災
害
記
念
館
の
見
学

●
１９
日

見
送
り

し
い
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
経
験
は
大
学

院
生
た
ち
が
将
来
、国
際
社
会
で
活
躍
し
て
い
く

に
あ
た
っ
て
、た
い
へ
ん
役
に
立
つ
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。教

員
同
士
の

地
道
な
交
流
を
ベ
ー
ス
に

同
済
大
学
は
、土
木
・
建
築
分
野
に
お
い
て
中

国
国
内
で
１
、２
位
を
競
う
ほ
ど
の
実
力
を
誇

る
大
学
で
す
。長
崎
大
学
工
学
部
と
の
学
術
交

流
は
、す
で
に
１７
年
前（
１
９
９
３
年
）か
ら
は

じ
ま
っ
て
お
り
、当
初
は
教
員
を
中
心
に
学
術
訪

問
や
講
演
、ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。教
員
レ
ベ
ル
の
地
道
な
交
流
を
重

ね
る
中
で
、２
０
０
１
年
に
は
両
大
学
間
に
学

術
交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
、以
来
、歯
学
部
、水

産
学
部
な
ど
他
の
学
部
に
も
交
流
を
拡
大
さ
せ

て
い
き
ま
し
た
。そ
う
し
た
中
、学
生
同
士
の
交

流
も
進
め
て
行
こ
う
と
い
う
共
通
認
識
が
生
ま

れ
、留
学
生
の
受
け
入
れ
や
、大
学
院
生
の
共
同

指
導
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
学
術
交
流
が
継
続
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、「
日
中
大

学
院
生
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」も
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

ア
ジ
ア
国
際
交
流
の

拠
点
大
学
を
め
ざ
し
て

同
済
大
学
と
の
交
流
の
大
き
な
目
的
は
、長

崎
大
学
の
教
育
・
研
究
レ
ベ
ル
の
向
上
だ
け
で
な

く
、国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
に
あ

り
ま
す
。ま
た
、地
理
的
に
も
近
く
、歴
史
的
に

も
ア
ジ
ア
と
関
わ
り
の
深
い
長
崎
大
学
が
、こ
う

し
た
交
流
を
今
後
も
継
続
さ
せ
る
こ
と
で
、ア
ジ

ア
国
際
交
流
促
進
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
果

た
す
大
学
と
い
う
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
築
く
こ
と

に
大
き
く
貢
献
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

第
６
回
日
中
大
学
院
生
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

●
平
成
２１
年
１０
月
１６
日（
金
）〜
１９
日（
月
）

バ
ン
ケ
ッ
ト

お
互
い
の
人
柄
に
ふ
れ
て
、

絆
が
さ
ら
に
深
ま
り
ま
し
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン

英
語
に
よ
る
発
表
と
討
論
が

活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

水
無
川
・

雲
仙
普
賢
岳
見
学

自
然
の
脅
威
を
目
前
に
し
て
、

工
学
の
重
要
性
を
再
認
識
。 言葉の壁を越え、同世代ならではの話

で盛り上がりました。

オープニングセレモニー後、同済大学からの
記念品を披露する片峰学長。同済大学学
長代理の 曙光教授（中央）、長崎大学の
蒋教授（右）。

発表された研究テーマは、土木工学、構造工学、海岸
工学にちなんだもの。

セミナーを終え、先生方もひと安心。
長年の親交をさらに深めて。

中部講堂前にて記念撮影。参加者は総勢約５０人。

ノーベル賞を受賞した下村
脩先生がセミナーの会場
に突然現れ、大学院生らに
励ましの言葉を述べられた。
予期せぬ出来事に、参加
者は大感激。

セミナーの進行役。両大学
の２人が務めた。

中国ではなかなか見ることのできない噴火災
害の爪痕。貴重な体験となった。

受付は工学部の４年生がお手伝いし
ました。
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参
加
者
の
声�
参
加
者
の
声�

スケジュールづくりや、発表す
る教室の確保、論文の冊子の制
作など、開催の準備は全て大学
院生が行うためとてもたいへん
でしたが、いい経験になりました。
昨年は同済大学で発表者として
参加しましたが、大学の広さや
教育設備の充実ぶりに驚かされ
ました。英語力は同済大学の方
がレベルが高く、自分も頑張ら
なくてはと大いに刺激を受けま
した。

昨年、同済大学で行われたと

き、長崎大学の発表に興味を抱

き、チャンスがあれば学部や研

究室を訪れてみたいと思ってい

ました。今回、参加できて本当に

うれしい。長崎は、緑が多く、空気

も水もきれいですね。私は寮生

活なのですが、日本の学生は普

段どんな生活を送っているのか、

たいへん興味があります。今回、

ぜひ、聞いてみたいです。

今回、準備のため同済大学の
方々とメールのやりとりをしたり、
また長崎入りしたときの案内役
を担当するなどしましたが、す
べてにおいて英語に苦労しまし
た。普段は外国の方々と接する
機会はほとんどありませんから、
とても為になったと思います。
いっしょに食事をしたりする中で、
国は違っても同世代として通じ
るものを感じ、うれしく思いま
した。

同済大学４年のとき、第１回
目が開催され、準備を手伝いま
した。翌年、長崎大学で行われた
第２回目にも参加したのですが、
そのときの長崎大学の研究や先
生方との出会いがきっかけで、
３年前にこちらへ留学しました。
このセミナーを通して、国を越
えた生涯の友もできました。来
春には、同済大学に教員として
もどる予定です。今後はお互い
の大学、そして国同士のよりよ
い交流のために役に立ちたいと
思っています。

同済大学では、このセミナー

に参加したいという人が多いた

め、研究成果を出した人や成績

が優秀な人が選抜されます。今

回、参加できて光栄です。長崎に

到着したとき、昨年のセミナー

で知り合った人たちと再会し、古

い友人にあったような気分にな

りました。ノーベル賞を受賞され

た下村脩先生にもお会いできて、

本当にうれしかったです。

新
た
な
展
開
を
め
ざ
し
て

毎
回
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
感
じ
て
い
る
の

は
、一
つ
は
、国
際
交
流
の
舞
台
に
学
生
を
立
た
せ

る
こ
と
の
重
要
さ
で
す
。発
表
・
討
論
を
き
っ
か
け

に
、相
手
の
大
学
の
研
究
に
興
味
を
持
ち
留
学
を

す
る
人
、積
極
的
に
国
際
的
な
学
会
に
参
加
し
は

じ
め
た
人
、あ
ら
た
め
て
英
会
話
を
学
ぶ
人
な
ど

が
い
ま
す
。ま
た
国
境
を
越
え
て
友
情
を
育
む
な

ど
、た
い
へ
ん
い
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、長
崎
独
自
の
土
地
柄
を
も
っ
と
活
か

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。鎖
国
時
代
は
唯
一
の
国

際
交
流
の
窓
口
で
し
た
。時
代
と
と
も
に
そ
の
役

割
は
首
都
・
東
京
に
移
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、地
理

的
に
は
、長
崎
は
東
京
よ
り
も
ア
ジ
ア
に
近
い
の
で

す
。そ
の
特
長
と
、「
日
中
大
学
院
生
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ

ミ
ナ
ー
」の
経
験
を
活
か
し
、今
後
は
、韓
国
や
ベ

ト
ナ
ム
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
流
も
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、工
学
部
で
は
こ
れ
ま
で
の
国
際
交
流
の
実

績
を
も
と
に
、「
ア
ジ
ア
循
環
型
社
会
工
学
研
究
教

育
セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

循
環
型
社
会
の
工
学
分
野
に
お
け
る
途
上
国
の

リ
ー
ダ
ー
的
人
材
を
継
続
的
に
育
成
す
る
拠
点
を

め
ざ
す
も
の
で
、海
外
か
ら
優
秀
な
留
学
生
が
集

う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
地
道
に
回
を
重
ね
て
き
た「
日
中
大

学
院
生
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」。さ
ら
な
る
継
続

を
め
ざ
す
と
同
時
に
、日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

か
け
橋
と
な
る
新
し
い
展
開
に
も
力
を
注
い
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

環境システム工学専攻
博士前期課程１年

� 大志さん
Tsuji Hiroshi

システム科学専攻
博士後期課程３年

趙程さん
Zhao Cheng

同済大学大学院
修士課程２年

勾 量さん
Gou Hongliang

同済大学大学院
修士課程２年

沈英 さん
Shen Yingting

環境システム工学専攻
博士前期課程２年

吉田敬一さん
Yoshida Keiichi

第
６
回

日
中
大
学
院
生

ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

実
行
副
委
員
長

蒋
宇
静
教
授

Jiang
Y

ujing

第１回から第６回までの論文集。
開催する側の大学院生が制作する。
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